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山口県内の人口減少に止めを掛けたい！

取組名： 若者行動支援プラットフォーム 「マジ☆部」 団体名：（株）リクルートライフスタイル じゃらんリサーチセンター

【取 組 概要】国内旅行市場に占める若者の割合は少なく、人口減少以上に旅行人口が減っている。

その原因を「レジャーの多様化」と「きっかけの減少」と仮説を置き、年齢限定で、様々な地域アクティ
ビティを無料化することで、旅行やレジャーへの参加きっかけを提供。スノーアクティビティ（スキー、ス
ノーボード等）や、ゴルフ、プロスポーツ観戦、温泉入浴など、需要減少による産業や地域の疲弊が危
惧される業界をとりまとめ、若者の参加を促し、産業の生涯顧客や地域のリピーターに育てる取組。

【取組のポイント】若者は重要な顧客だが現在の売り上げに直結しないことも多いため、個別事業者
がそれぞれに施策や投資を行うのは難しい。そのため、業界一体となって、地域一体となって、共通
のメッセージを若者に届けることで、需要創出・市場活性化に寄与する。

●2014年度1年間の「マジ☆部」による、 若者旅行のべ動員数 63.2万人
2014年度1年間の会員数は、27万人（18歳～24歳限定）

・雪マジ！19＝40．8万アクション （会員数12.5万人×平均訪問回数3.27回）
・雪マジ！ふくしま＝9.8万アクション （会員数3万人×平均来訪回数3.27回）
・ゴルマジ！20＝2.3万アクション （会員数0.96万人×平均来訪回数2.4回）
・Jマジ！20＝1.4万アクション （予約チケット枚数）
・お湯マジ！22（大分）＝2.6万アクション（会員数1.25万人）

【マジ☆部 サービスの例】
・雪マジ！19＝19歳は全国180以上のスキー場でリフト券無料
・Jマジ！＝19歳、20歳はJリーグ（J1/J2の合計32クラブ）に無料観戦招待
・ゴルマジ！20＝全国442施設（ゴルフ場156施設、ゴルフ練習場286施設で、20歳はゴルフ練習場利用料お
よびゴルフコースプレー料が無料 など。
・お湯マジ！＝19歳～21歳は、全国100か所以上の日帰り温泉（天然温泉）が無料
・お湯マジ！22 inおんせん県おおいた ＝22歳は、大分県内100か所以上で日帰り温泉の無料

観光庁長官賞



山口県内の人口減少に止めを掛けたい！

ツアー概要

取組名：旅プロデュース部in nittan（ニッタン）
団体名：リクルート北海道じゃらん・北海道新幹線×nittan地域戦略会議・小樽商科大学・札幌市立大学・室蘭工業大学

【取 組 概 要】

取組のポイント 取組の実績

その他紹介したい内容

ターゲットとなる＜大学生＞、地域資源を熟知
している＜北海道新幹線×nittan地域戦略会議
＞、旅行プランを仕立て情報発信を強みとする
＜北海道じゃらん＞によるそれぞれの強みを生
かした取り組みを実施。

『若者が本当に行きたい旅は自分たちで創る！』
～地域資源の発掘からプラン作り、PRまで若者の目線でプロデュース～

若者の旅行離れは、魅力的なプランがないから？旅行のきっかけを捉えていないから？
そこで、「若者の若者による若者のための旅行」をプロデュースするため、胆振日高（以下、日胆＝nittan）エリア
を舞台に＜北海道じゃらん＞＜北海道新幹線×nittan地域戦略会議＞＜小樽商科大学、札幌市立大学、室蘭工業大学
の学生メンバー（31名）＞が産官学連携した組織「旅プロデュース部in nittan」を結成。ターゲットとなる若者を巻
き込み、若者自身の目線で惹かれる地域資源の発掘・棚卸から、旅行プラン造成、情報発信までの一連のプロジェク
トを9カ月にわたり実施。数値で把握しにくい若者が行ってみたい旅を、8回のワークショップや現地視察で定性的に
明らかにした。卒業旅行プラン（日帰り・宿泊プラン）を造成し、プランは「北海道じゃらん」（12万9,000部発
行））や札幌市内・近郊の大学、nittanエリアの観光施設等で無料配布される冊子（全8P・5,000部配布）、旅プロ
デュース部で設置したFacebookなどで紹介した。
北海道の若者にとって魅力的な旅行の機会を提供することで、nittanエリアへの旅行促進を目的とする。また、先々
にも応用可能な若者のニーズを反映した旅行需要を創出するプランつくりの方向性を探ることも目的とした。

産学官の連携

若者にとっての魅力的な地域資源を洗い出し、
なぜ惹かれるのかをワークショップで定性的に
明らかにして旅行プランを組み立てた。現実的
なプランにするために、プラン審査会を実施し、
室蘭市長や旅行会社、ターゲットとなる大学生
などの審査員による客観的な視点も反映した。

大学生が１泊２日でエリア視察

学生に効果的なアプローチを検討し、大学生自
身が無料冊子の表紙デザインやタイトル考案、
誌面編集まで関与、さらにFacebookも運営し、
プランや地域資源について50回以上にわたり
PRした。Facebookはメンバーの大学生がシェ
アしていくことでターゲットへの拡散を狙った。

旅行プランのPRまで大学生が関与

活動実績

プラン実績

●プラン有効期間：2015年1/20～3/31（プラン自体は各施設にて直接販売）

●利用者数：約350人 ●売上実績：約150万円

●傾向：プラン利用者の宿泊施設での平均グループサイズは5.3名と大きく

宿泊施設の満足度も高かった（じゃらんnetでの全道平均グループサイズは
2.07名）。道内の大学生をターゲットとしたが、FacebookでのPR効果により
大阪や長野、青森など道外からの卒業旅行利用者もあった。

国土交通省観光庁や北海道運輸局、北海道観光振興機構、
コンサドーレ札幌、北海道日本ハムファイターズ（敬称
略）他、多くの団体・企業の方から賛同いただき活動を支
援いただいた。活動の機運醸成や学生メンバーのモチベー
ションUP、マスコミからの注目度UPにつながった。

後援・サポーター制を導入

活動を通して地域を知ることで愛着が芽生え、プ
ライベートでも訪れるほどメンバー自身がnittan
地域のファンとなった。活動自体が将来のリピー
ター作りという観点でも効果的だと考えられる。

活動に参加した学生のnittan地域への
ロイヤリティ提示

nittanエリア視察の様子

ワークショップや
全体共有の様子

●期間：2014年6月～2015年3月の9カ月間 ●プログラム：全8回
（キックオフ・事前研修①・②・エリア視察・プランプレゼン＆審査会・プランブラッシュアップ・PR案検討・振り返り）

サポーターのコンサドーレ札幌
PRキャラクター「ドーレくん」

奨励 賞



株式会社TABIPPO｜若者が旅する文化を創るトラベルコミュニティプラットフォーム 奨励 賞

「若者が旅する文化を創る」ことで、日本のアウトバウンド観光の課題である低いパスポート所持率
（23-26%）を高め、日本社会に貢献していきたいと思っています。旅行会社やサプライヤーのような立
ち位置で旅をサポートするだけでなく、旅の需要を喚起していくために「トラベルコミュニティプラット
フォーム」という位置づけで、「旅」を軸に領域を絞らずに事業を展開していくことで、旅のコミュニ
ティを形成して、若者が旅する文化を、日本の若者と一緒に創っていくこと目指しています。

①日本唯一のトラベルコミュニティプラットフォーム

旅人たちみんなで創るモノづくりをコンセプトとしたブランド「PAS-POL」
では、4冊の書籍/写真集や、手帳、ポストカードなどを発売。合計30万部以
上のヒット作品となっています。

③旅に行きたくなるモノづくり商品が大ヒット中

若者が旅する文化を創るためには、日本社会に共創の場として根付くコミュニ
ティ形成が必要だと考えています。日本でこのような全国規模の観点で若者の旅
を応援している活動は他にはありません。

日本最大の旅の野外フェス「旅祭」の開催や、全国3都市で学生6000人を集める大
規模イベント、「旅を学ぶ、旅から学ぶ」をコンセプトに年間100回の授業を展開
する「旅大学」などのイベント事業など。イベント参加者数は累計4万人を超えた

その他にも、11万人のファンを抱えるFacebookページの運営や、毎月70万人
が訪問する旅のWEBメディアの運営、旅好きな若者の就職活動・転職活動の支
援など、旅を軸に領域を絞らないことで、コミュニティを形成しています。

④旅を軸に、領域を絞らずに事業を拡大②イベント参加者数は日本最大

70万人/月が利用 11万人のファン 400万人が利用

WEBメディア FBページ 外部パートナー

運営メンバーは世界一周経験者 テレビでも話題に合計30万部のヒット旅大学は年間100回開催

Mr.Children桜井和寿氏も出演 東京だけでなく全国でイベントを



ツアー概要

奨励 賞取組名：観光系大学生による「若者旅行の機会創造」のための総合的取り組み

団体名：日本学生観光連盟（略称:学観連 英語表記:Japan Student Tourism Association）

○団体について

日本学生観光連盟は、観光を学ぶ学生同士がネットワークを構築し、実社会の観光場面で学習活動並びに社会貢献を行うことを通し、観光の新たな可能性を求めることを目的に設
立された観光系複数大学横断型の学生団体です。以下の図に示す4つの活動目標を達成するために、年間およそ10のプロジェクトやイベントに取り組んでいます。

所属 23大学443名（平成27年2月28日現在）、顧問２名（学生所属大学より相談役として教授を選任）

サポーター 一般社団法人 日本旅行業協会（JATA）、公益社団法人 日本観光振興協会、国際機関 日本アセアンセンター、在日
外国観光局協議会（ANTOR-JAPAN）、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部（全旅連）

プロジェクトパートナー 近畿日本ツーリスト株式会社、株式会社さんぽう

総合的
取り組み

実際のフィールドを通じての学び

次の世代への情報発信

観光学界・観光業界・行政との連携

日本学生観光連盟の活動は、様々なプロジェクト・イベントの実施を通し、旅や観光について多角的に学びながら旅の機会を創出、提供している点が特徴です。学観
連は大学生に対し旅・観光への興味関心を高めると同時に、次世代を担う、高校生や中学生も含めた取り組みを総合的且つ、包括的に実施しています。上記4つの活
動目標に基づき企画・運営される事業は、協力団体への渉外活動、準備、当日の運営に関わる全てを学生が主体的に取り組んでいる点も特徴です。

現場・現状を知り、旅に出たくなる機会を提供
「フィールドワーク」は毎年、執行部役員が社会や会員のニーズに沿い、訪問地を選
定し実施しています。
「若旦那・若女将密着体験プロジェクト」は、旅館業の後継者問題を受け、全国
旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部との共催で、経営者密着型イ

ンターンシップを毎年実施しています。

主な活動
○フィールドワーク（平成26年度38名参加）
○若旦那・若女将密着体験プロジェクト（平成26年度34
名参加）

主な活動
○講演会（平成26年度90名参加）
○産学連携ツーリズムセミナー
共催（平成26年度約300名参加）

継続的且つ、強靭な産学官連携に向けて

連盟設立以来、観光関連産業に従事する先輩社員、若手社員を招聘しての講演会を
毎年実施しています。また昨年度のフィールドワークは両毛地域東武鉄道沿線活性化協
議会との連携により、地域活性化を目的として実施。多くの参加者から当該地域への再訪
のきっかけを創出しました。

観光を学ぶ学生が同じ「観光」を学ぶ学生のために旅の機会を創造
「Attractive Japan Project」は、2013年度より毎年実施され、観光を学ぶ
学生が身近に接することのできる外国人である留学生との街歩きを通し、イン
バウンド観光の現状に触れる事を目的に実施しています。

また「こらんしょ！プロジェクト」では震災復興に関し観光の視点から学ぶことを
テーマに福島県への1泊2日の現地視察ツアーを実施し、参加学生の多くに東
北地方への旅の機会の創出を図っています。

主な活動
○Attractive Japan Project（平成26年度100名参加）
○こらんしょ！プロジェクト（平成26年度46名参加） 講演会2014 会場の様子

主な活動

○マナ★タビプロジェクト
（平成26年度23名参加）

「マナ★タビプロジェクト」は、次世代を担う高校生や中学生に向け、旅の魅力・可能性
を伝えることを目的に2013年度にスタートし、高等学校への出張授業、東京を訪問する
修学旅行生へのガイドという2つの取り組みを通し、若者の旅行促進を図っています。
出張授業を行う講師やガイドが、観光を学ぶ現役大学生であることで、より旅への
興味を抱いてもらい易いという特徴があります。

学生同士のネットワークの構築



旅行をきっかけに地方の良さを知ってもらうため平成２６年
８月に札幌市内の大学生約４０名で学生団体を結成
【主な活動】
Facebookでの情報発信・ツアー企画による若者旅行促進

取組名：青春短し旅せよ若者 団体名：Tourister BUZZ 倶楽部

「何か」を求めてとにかく北へ向かった
初めての一人旅

辿り着いたのは最北端 稚内

厳しい寒さに包まれる冬、閑散期
だからこそ見える美しいものがある

何もない？
いや、ここにはぽっかり空いた心を満たす、
温かい「何か」が確かにあった

悲しくなったら北へ行こう

道東は遠い？じゃあ、飛行機で行こう
釧路空港利用促進期成会で実施する「地方航空路線活性化プログラ
ム（HAC釧路～札幌丘珠線）」に参加協力
飛行機を使った「道東の冬プラン」を考案し、モニターツアーの実施によ
り商品化に向けたアイデアを出し合うとともに、SNSを活用したPRを実施

モニターツアー参加者：１７名
ツアー期間中Facebookリーチ数：３，７８８

稚内『悲し美』プロジェクト
稚内ツアーを企画し、ツアーを楽しみながら閑散期の

「魅力の掘り起し」、それを活かす「ストーリー作り」を実施
ツアー参加者実績：20名（札幌、稚内の学生）

えんくん

飛行機で行ったら
１泊２日で

こんなに体験でき
ちゃった！

地方の活性化には若者が必要なので
あります！
だから、今、旅行で訪れてもらって
地方の良さに目を向けてもらうので
あります！

取組概要

北海道ブロック 賞



ツアー概要

取組名：ブルーツーリズム～南三陸町の海のフィールドを中心とした観光体験交流事業～ 団体名：「南三陸海しょくにん」

震災がきっかけで漁具を全て失い、一度漁業から離れざるを得ない状況から、また漁業へ戻ることが出来たのはボランティアを
始めとする人との交流だった。そんな折、外部からの支援で、他で生産されている海産物を口にする機会があった。
初めて食べた他地区の海産物、初めて知った消費者の声は、南三陸の海産物がどれだけ誇るべきものだったかを教えてくれた。
交流を通して、海の素晴らしさや自分達の作り上げた生産物に対する誇り、この町で生きてきた幸せを実感することが出来たこ
とから、感謝の気持ちを込めて、次は自分たちの声で伝えていきたいと考えるようになった。支援から協働へ、現在も尚、本業
の忙しい合間をぬって積極的にボランティアや体験の受入れを行い、そこからの交流を通して、消費者と生産者が海のものを共
に育てていくことで、海産資源の付加価値向上、ブランド化とコアなファン作りを実践している。

震災で海から離れていた若手漁師が若者の海産物離れを止めるために、獲って食べる喜びと食や自然の素晴らしさを、観光交流
事業を通して伝え、交流人口と販路拡大、雇用の創出を目指す。

設 立 目 的

取 組 概 要

南三陸海しょくにん

★南三陸の大きな売りである四季それぞれで旬の海産物が獲れる特色を活かし、季節毎の体験ツアーを実施。
決して脚色せず、等身大で、ありのままの漁師の生産物にかける想いとこだわりを実体験から学んでもらう。
又、体験などで収穫した魚や海産物などを宿泊施設や飲食店で調理、食べることができるように自ら働きかけ、
生産→加工→流通の6次化の一連の流れを体験メニュー化。ツアー参加者には参加特典として体験内での収穫
物をお土産付きで提供し、漁師ならではの調理方法や美味しい食べ方なども伝授し、リピーターに繋げている。

★手軽に参加できる要素を取り入れ、レジャー感覚で参加してもらえるようにしている。
※小さなお子連れの親子でも参加可能な「手ぶらでフィッシング」など。
幅広い世代に参加してもらうことにより、魚食文化の復旧と、海への親しみ、素晴らしさを実感してもらう。

★人と人との交流が自分たちに教えてくれたこと、それは故郷の良さと海の素晴らしさ、生産者が初めて対面で
聞くことが出来た生の消費者の声。その効果に有り余る感謝の気持ちを込めて、年に一度、体験参加者や町に
来てくれらボランティアを中心に一般の方も無償で参加できる交流イベントを実施。宮城ならではの芋煮会形
式で、海と里山の境界を超えて町内の若手生産者も巻き込み、農産物や海産物を大奉仕。
交流を深め、よりコアなファン作りへと務めており、それが町全体へのPRとして波及効果を生んでいる。

★旬の海産資源を生かした体験ツアーや交流会の実施

・3月～4月 極上！三陸ワカメ収穫体験ツアー

・5月中旬～9月末頃 ホタテ（+ホヤ等）収穫体験ツアー

・5月～10月 手ぶらでフィッシング

・通年 海とともに生きる若手漁師による海語り（語り部）

・秋頃 年に一度、体験参加者や来町したボランティア
向けに感謝の気持ちを込め交流イベントを実施

主な取組内容

POINT

取 組 実 績

取組開始時期：平成25.3月～

累計活動日数：約270日※漁業繁忙期を除く

累計売上実績：4,250,000円※ツアー売上のみ

累計参加者数：1,700名（内若年層の参加比率70％）

※平成25.3月～平成27.5月末時点

自社のホームページやＳＮＳを活用し、積極的に情報配
信をしているほかツアーの企画、販売については町観光
協会と常時連携。若者のみならず、親子やインバウンド、
教育旅行、各ボランティア団体等、個人・団体問わず幅
広い受入れを実施し、体験参加人数は年々増加している。

女性にも大人気!!ワカメ収穫体験 子供も楽しめる手ぶらでフィッシング

インバウンド受入れも積極的に実施。
日本の誇れる魚食文化を体験・発信!!

「300回のありがとう」日頃の感

謝を込めて大交流会を年に一度実
施。

活 動 写 真

ＰＲ動画制作

（ https://goo.gl/Kko7Ow ）

若手生産者達の今と、未来への想い
をまとめた紹介動画を作成

教育旅行受入れ実績も多数あり。
食の豊かさと尊さ、大切さを学ぶ。

東北ブロック 賞



団体・取組名：日光創新塾

日光が大好き！日光を自分達で盛り上げて、たくさんの人に愛される場所にしていきたい！！
熱い想いをもった市内在住の若者を中心に塾生を募り、新しい日光を創造する「日光創新」を体現で
きる人材を育成するための塾を市が開講。塾生それぞれが日光の豊かな観光資源・伝統を大切に、
今までにないアプローチで新たな日光の楽しみ方の提案し、若者の誘客・地域活性化をはかる。

①資金及びスポンサー集めから広報なども塾生自身で実施。（市の補助金に頼らない）

②収益性のあるイベントを実施することを条件とし、持続可能な体制をつくる。

③若者のみでイベントづくりを行うことで、新鮮な視点で地域の資源が見直され、新たな客層をとりこむ。

③全国各地の先進事例を実施しているキーパーソンをゲストに招き定期勉強会を行い、継続的な人材育成を図る。

Ｈ２６年度

イベント参加者

約1500名

着物×茶道×街歩き

サイクリング×フォトコンテスト

コスプレ×千人行列×世界遺産

ピザ×地産地消

ＰＯＩＮＴ！

日光創新塾は現在、

第三期生が活動中！！

関東ブロック 賞



ツアー概要

取組名： 初旅いせ事業 団体名：伊勢市 中部ブロック 賞

★ 「初TABI in伊勢」という名称で18歳～24歳の若者限定のキャンペーンを実施
★ ICTをフル活用し、誘客×宿泊×滞在×消費促進に取り組んだ

★ ポイント① 伊勢を訪れるきっかけを提供
伊勢を知らない若者には、多角的PRにより「伊勢を知る」きっかけを
伊勢を知っている若者には、宿泊割引クーポンで「初めて伊勢へ旅する」きっかけを

★ ポイント② 伊勢を楽しむ仕組みづくりを提供
参画店舗100店舗以上で使える限定ポイント、特典を
限定ポイント提供には、スマートフォンアプリを活用

★ ポイント③ リピーター効果に期待
単に「お得」なだけでなく、若者と店舗との接点創出により、満足度を向上

★ ポイント④ 観光協会、商工会議所、商店街組合、旅館組合等と連携
132事業者の参画のもと事業を実施

★ 宿泊割引クーポン利用：1,030件
宿泊クーポン利用者10人中9人は新たな宿泊需要

★ 前年比184.4%の大幅増(委託先宿泊予約サイトの人泊数)
★ ポイント利用：1,459件
★ 特典利用：565件
★ 初回訪問が6割
★ 伊勢の満足度は98.6％、再来訪意向は99％

★ ICT活用によりキャンペーンを実施しながら、利用状況のデータを集
計・検証可能な仕組みを構築

★ 地元の大学生等の若者を現地PRスタッフとして活用
★ 伊勢を訪れたことのない大学生を伊勢に招き、モデルとして起用

取組のポイント

取組の概要

その他紹介したい内容

取組の実績



山口県内の人口減少に止めを掛けたい！

ツアー概要

取組名：新今宮観光インフォメーションセンターを拠点とした観光まちづくりの社会的実践 団体名：阪南大学国際観光学部松村嘉久研究室

【取組概要】
大阪市西成区あいりん地域には，労働者向けの簡易宿所から，外国人個人旅行者（FIT）向けのゲストハウスへ転業した宿泊施設が多い。私たちはこの地域で2009
年から，新今宮観光インフォメーションセンター（TIC）を運営し，観光まちづくり活動を展開してきました。TIC利用者の8割は外国人で，10代から20代の若いバックパッ
カーが圧倒的に多い。
新今宮TICの活動は，①観光情報の提供と旅の相談，②外国人向けのまち歩きツアーの実施，③観光まちづくりの社会的実践である。①ではFITに全国各地の観光
情報を提供し，旅の相談にも乗って，若いFITの「今しかできない旅」を支援している。②では地域の国際ゲストハウスと連携して，FITを募り，学生が企画したまち歩き
ツアーを年に数回実施し，一期一会の交流を深める「今しかできない旅」を提供している。③では，西成Jazzや西成Wall Art Nippon（WAN）の支援，地元商店街や鉄
道事業者との連携事業，マスメディアへの取材協力などを通して，地域イメージの改善に貢献してきた。私たちの活動を通して，あいりん地域のイメージは，若いFITや
日本人客も集いやすい交通至便な国際宿泊拠点へと変わり，ここを拠点に国内外の若者たちが「今しかできない旅」へ旅立っている。

・「民設学営」方式で学生スタッフが
自主運営

➡しがらみのない運営と活動が展開でき，
様々な組織や個人をつなげる核となってきた

・全国唯一の宿泊拠点立地TICの経
験と実績

➡求められる観光情報は実に広範，旅の相談
機能が大きな特徴

・観光情報提供にとどまらない観光
まちづくりの社会的実践
➡若いFITが「旅の途上で困ったこと」を相談
に来るため，そうしたニーズから逆算して，効
率的な観光まちづくりを展開してきた

取組のポイント 取組の実績

① 2009年の新今宮TIC創設以来の実績
・活動日数：年間約120日から170日
・利用者のべ12,000名以上，8割がFIT
・まち歩きツアー30回以上催行，1千人以上参加

② 『新世界・西成食べ歩きMAP』ほか，
観光情報媒体の制作やモニターツアー催
行などに多数協力

その他紹介したい内容

・「松ゼミWalker」で積極的な情報発信
・マスメディア取材への協力

・新今宮TICからでしかできない地域への働き
かけが多数存在

・西成Jazzや西成Wall Art Nippon，南海電鉄
との協働など，地域のためになる社会的実践
を応援し支える

新今宮TICの外観

西成WANの壁画完成

まち歩きツアーの様子

新今宮TIC運営の様子

近畿ブロック 賞



取組名：観光客を旅人に変え、地域の本質に触れる旅の仕方を提供する宿（ゲストハウス）の運営
団体名：倉敷まちなか居住『くるま座』有鄰庵

中国ブロック 賞



参加大学生（以下、大学生）が・・・

【体験実習】南九州三県での様々な体験を行い、地域の新しい魅力を発見
（今年度は5大学が参加し、9月1日～4日に実施）

【情報発信】体験実習や発見した魅力について、Facebookに投稿
【学校連携】中学、高校の教諭や生徒に対して修学旅行の現状調査
【旅行提案】修学旅行プランを、旅行会社・自治体・JR西日本に提案

（今年度は12月下旬に実施予定）

これらを通して、若者目線の修学旅行の実現と大学・地域間の交流を推進し、
南九州エリアの活性化を図るプログラム。

URL：http://www.jr-odekake.net/navi/universitycollege/

取組名：ユニバーシティ・カレッジ南九州
団体名：熊本県、（公社）熊本県観光連盟、宮崎県、（公財）みやざき観光コンベンション協会、鹿児島県、（公社）鹿児島県観光連盟、西日本旅客鉄道(株)

１．修学旅行に新しい切り口

自治体と旅行会社により設定されている修学旅行の素材に、大学生の目線を入
れることで、新たな切り口、魅力をもった修学旅行の提案をいただく。

２．産学官の連携

南九州三県、大学、JR西日本の産学官が、協力・連携。

３．地域の活性化

若者が参加した新しい取組の結果、地域の新たな魅力の発見やマスメディアへの
掲載、地元住民と若者の交流が生まれるなど、地域の活性化が促進されている。

取組のポイント
４．大学生の成長

Facebookでの情報発信によるネットリテラシーの獲得、旅行プランの提案・発表
を通して、社会人基礎力をはじめチームワーク力、コミュニケーション能力向上に
繋がっている。また、それぞれの活動が能動的・自主的に行われている。

５．大学生の自主的なプロモーション活動

大学生が南九州三県の修学旅行素材説明会の場で、旅行会社に向けて修学
旅行素材の魅力のPRを行う、大学の学園祭で県の物産展を行うなど、修学旅行
の提案以外にも各県のプロモーション活動を行っている。

２．旅行会社向け現地研修会での学生提案素材の紹介

平成27年7月に実施された旅行会社向けの「南九州地区修学旅行素
材現地研修会」で、熊本城歴史文化学習、青島マリンスポーツ、仙巌
園・尚古集成館など、昨年度の提案にあった観光素材が紹介された。

取組の実績

１．関係団体それぞれがメリットを享受

大学生の成長に加え、自治体は大学生の提案を通して、地域の新たな魅力を
発見でき、旅行会社は若年層のニーズの把握と、新たな旅行行程の設定ができ
る。JR西日本は本取組みの情報発信、南九州三県の修学旅行PRにより、鉄道
旅行の需要喚起を図ることができる。

２．エリアを越えた大学間の交流

昨年度は関西の大学のみの参加であったが、今年度は加えて首都圏及び地
元の大学に参加いただき、首都圏・関西・南九州とエリアを越えた大学間の交流
が促進されている。

その他紹介したい内容

１．修学旅行ツールへの組込み

昨年度の提案を受け、熊本県が「くまモンからの手紙」を採
用。熊本のゆるキャラ「くまモン」から修学旅行後に生徒に届く
手紙で、学生にはサプライズプレゼントとなり、県も修学旅行
後に観光素材をPRできるツールである。

九州ブロック 賞



ツアー概要

入選取組名：お湯マジ！２２inおんせん県おおいた 団体名：大分県

調
査

若いときの旅行経験はリピーター化につながる課
題

人口減少の影響が免れない今後の国内
旅行市場において、地域や施設に訪れた
人々をリピート顧客化することが重要

お湯マジ！22inおんせん県おおいた
２２才の方を対象に大分県内１０３カ所の日帰り温泉施設がタダ！

「おんせん県おおいた」の
全国へ向けた情報発信

若年層の大分県への
温泉旅行需要の創出

将来的なリピーター確保

＜主 な 実 績＞

登録者数 １２，５０５人 うち県外登録者数 １０，０７５人（80.6％）

延べ利用者数 ２６，２９８件 うち県外利用者数 １１，５８９件（44.1％）

本事業により、おんせん県をアピールでき、
２２歳の若者約２．６万件（県外約１．２万件）
の大分温泉旅行を創出♨

実施期間：11/17～3/31
参画施設 １０３施設

温泉施設等を利用した会員のサンプル調査
大分県に宿泊した人 ＝70.7％
同伴者数 ＝平均3.3人
今回が初めての来訪 ＝50.7％

特徴 １
県内温泉施設等に対して説明会を開催し、若年層旅行対策に対する意識の醸成を図るとともに、「おんせん県おおいた」の
ブランド化に協力いただき、１０３カ所の施設が無償で温泉を開放。

特徴 ２ 交通機関（ジェットスター、フェリーさんふらわあ）、県内宿泊施設の協力により「おおいたへご招待キャンペーン」を実施し、
特に関東・関西圏からの誘客を創出。

特徴 ３
今回対象の22歳の中には大学4年生も多く卒業旅行のタイミングであり、より情報が拡散するよう年齢を１学年に絞り、
企画自体の先鋭性を持たせた。

特徴 ４
オープニングイベントは温泉×音楽を楽しむ実験的なフェスを開催。県内外からメディア１１社が参加。その他、新聞、テレビ、
WEB系メディア、SNSなどで幅広く広報が行われた。また、参加者の約半数が、SNSの書き込みを行い情報の拡散が行われた。



山口県内の人口減少に止めを掛けたい！

ツアー概要

取組名：『我楽田工房プロジェクト』 東京と地域から始まる、新しいモノ・コトづくり 団体名：ボノ株式会社

【取 組 概要】
東京近郊に住んでいる、がんばらないと地方の地域につながれない若者たちを対象に、地域から何かをつくりたい、やりたい人た
ちを「ファン」として集め、みんなで地域に埋もれている価値ある素材を見つけ、勉強会やツアーなどのイベントを通して「カタチ」を作
る応援活動をしています。
2014年7月から、東京にいながら地域に繋がり学ぶ場として、東京・文京区のコミュニティスペース「我楽田工房」をオープンしました。
そこでは地域に関する「食べる」「遊ぶ」「学ぶ」「行く」「つくる」「買う」ことをテーマに、食べるイベントや勉強会、ワークショップ、”地
域交流ツアー”などを定期的に実施しています。

『地域へのきっかけづくり』
①地域に関心のある『若者自身』が
集まり、東京にいながら気軽に地域
に繋がって学べる場を提供する。
（コミュニティスペース『我楽田工房』
のオープン）
②ワークショップやイベントを通じて、
ファンがやりたいコト、作りたいモノ
を実現させる。
（ワークショップ、勉強会、スポーツ、
ツアーなどの実施）
③地域の食を通じて、世代や距離を
超えた繋がりを作り、新しいコミュニ
ティを形成する。
（生産者との交流会、木のキッチン
でつくる料理会、地方の食卓と
Skypeで繋ぐ食事会の実施）

取組のポイント 取組の実績

■旅の事例
①京都府・宮津市、Iターンを目指す
大学生と巡る宮津の旅
②長野県、木の工房とコミュニティ
施設を巡る旅
■東京で開催したイベント事例
宮津、天龍村、塩尻、美山町など

その他紹介したい内容

すでに用意されているプログラムに
参加してもらうのではなく、まずは地
域に興味ある『若者自身』が東京に
いながら地域に繋がって学ぶ場を
提供し、自分たちがやりたい事、作
りたいモノを考え見つけ、「カタチ」を
作ることを目指しています。

宮津市・まちづくりワーク
ショップ

宮津市・古民家宿泊

大学生によるイベントを
考えるワークショップ

長野県、木の工房めぐり

入選



ツアー概要

取組名：ちはやふるweek in あわら 団体名：あわら市

【取組のポイント】

①若者が集まるコンテンツを活かした企画

まち全体をちはやふるに染めるというコンセプトで、若者に楽しんでもらえる企
画を実施。

②リピーター増へ向けた取組

リピーターにつながる大きな要因としての「人との交流」を重視し、まち歩きを
しながら、まちの人たちと交流ができる仕掛けを盛り込んだ。

③全国的な知名度アップ

全国メディアである講談社や日本テレビとタイアップすることで、あわら市を全
国にＰＲすることができた。

【取組の実績】Ｈ26年度の来場者数：約25000人 （16日間）あわら市内限定グッ
ズの販売、オリジナルの宿泊プランの造成など、限定感を出しながら、若者に向
けた誘客活動を行った。年間を通して、年配のグループやファミリー層が多いあ
わら温泉に、多くの若者が訪れた。

「ちはやふる」とは・・・

競技かるたを題材にした青春
漫画。アニメ化もされ、2016年
春には映画公開も予定されて
いる話題作。作中にあわら市
出身の人物と市内の風景が
登場する。

ちはやふるギャラリー

初心者向け
かるた教室

聖地巡礼ツアー
アニメ声優
トークショー

Ⓒ末次由紀／講談社・ＶＡＰ・ＮＴＶ

【開催日時】 平成２６年６月７日（土）～２２日（日）
【開催場所】 福井県あわら市（ＪＲ芦原温泉駅周辺・芦原温泉街）

【開催概要】 若い世代に特に人気の漫画・アニメ「ちはやふる」とタ イ
アップしたイベントやキャンペーン等を実施。複製原画や絵コンテのギャラリー、
まち歩きを楽しみながらオリジナルの百人一首カードを集める参加型ゲーム、
漫画やアニメのモデルと言われるスポットをめぐる聖地巡礼ツアー、アニメの
声優トークショーのほか、競技かるたの全国大会や初心者向けかるた教室を
開催。期間中はオリジナルのあわら温泉宿泊プランやあわら限定グッズの販
売なども実施した。

入選



山口県内の人口減少に止めを掛けたい！

ツアー概要

取組名：星野リゾート 界 若者旅プロジェクト 団体名：星野リゾートの温泉旅館ブランド「界」

【取 組 概 要】
全国13か所に展開する星野リゾートの温泉旅館ブランド「界」は、「若者よ、もっと日本を旅しよう！」をスローガ

ンとして、2013年4月に若者旅プロジェクトを発足させました。若年世代が旅のきっかけ作りと温泉旅館と地域の魅力を
実感できる過ごし方の提案を行っています。プロジェクトが始まってから累計4,000人越える方に宿泊いただきました。
若者に日本の地方の面白さ、温泉旅館の良さを伝え、温泉旅館という日本文化を継承していくことが、温泉旅館の将来
の市場を創出すると考えています。

旅のきっかけを作る

● 仲間で旅しよう
友達を誘って宿泊できるように仲間割引の設定。

● 旅先の移動もお得に
移動手段も気軽に旅行できるWILLER TRAVELとのバスツアー

やレンタカーとの旅のセットも販売。

旅館の良さを伝える

● 初めてでも安心「RYOKANガイド」
会席料理のマナー、浴衣の着方、温泉入浴法など旅館を利
用する際に便利なHOW TOが満載の冊子を提供。

●若者旅ナビゲーター
若者が気軽に相談できる若者旅ナビゲーターが宿でお迎え
します。

星野リゾートの温泉旅館「界」若者旅プロジェクト

「若者よ、もっと日本を旅しよう！」

入選



入選

ECOFFの「村おこし」とは？

私達は、「村のことを知り、その村のことを他の

伝えること」こそ、誰にでもできる村おこしだと

います。そこで1週間～10日間のボランティアツ

を離島などの秘境で実施。全国から集まる仲間と

業や集落清掃などのボランティア活動をしながら

にとけこんだ非日常的な毎日を過ごします。

ポイント1：現場におまかせ

現地の方々がその時本当に必要としていることを

できるようにしています。

ポイント2：秘境に特化

切実に外部からの人手を必要としている離島など

の秘境に特化して活動しています。

ポイント3：参加者の自主性を尊重

参加者自身に交通の手配をしてもらったり、学生

インターンを現場に派遣しています。

これまでの実績

実施地域 3カ国12カ所

延べ参加人数 518名

沖縄県 二見以北地域

鹿児島県 宝島 ／ 鹿児島県 諏訪之瀬島

鹿児島県 中之島 ／ 鹿児島県 屋久島

鹿児島県 口永良部島 ／ 高知県 四万十市

滋賀県 沖島 ／ 福井県 北谷

新潟県 佐渡島

ベトナム

台湾



ツアー概要

入選取組名 あえてアナログ！海外旅行の「参加型」報告会・情報交換会の開催 団体名 海外旅行サークル たびっくす

○自らの海外旅行体験を報告し合う「報告会」の開催、外国料理
を囲んでの海外旅行の情報交換をする「情報交換会」の開催など、
海外旅行について自らの体験を共有する場を提供
○学生団体や各国政府観光局等と連携し、特定の国の文化・歴史・
旅の見どころを紹介することで、その国への旅のきっかけを提供

ポイント①：あえて「アナログ」

インターネット等で情報があふれる今、あえて
「アナログ」な情報交換の場を提供。

アナログだからこそ、生の体験談が聞けて、
最高の旅仲間と出会える。

ポイント②：「参加型」

一方的に情報を与えられるだけでなく、
会員自らが「報告者」として、会員の前で自ら
旅した国の見どころや感じたことを伝えるこ
とにより、旅行熱が継続。

会員が自らの海外旅行を報告し合う「報告会」を開
催。その国の見所をはじめ、騙された体験、節約ノウ
ハウなどガイドブックに載っていない実体験を報告。
これまでの対象国： ３３の国・地域

外国料理を囲んで、海外旅行の情報
交換をする「情報交換会」を開催

これまで ４１回開催（毎月１回定期開催）

→ 旅仲間との出会いの場
→ 定期開催だから旅仲間が増える

ヨルダン、イスラエル、アラスカ、メキシコ、マダガスカル、中国丹東、ウズ
ベキスタン、ニューヨーク、モンゴル、インド、南フランス、ドイツ、デンマー
ク、チリ、ボリビア、東ティモール、ケニア、パキスタン、ギリシャ、ネパー
ル、 キプロス、アイスランド、ナミブ砂漠、ビクトリアの滝、ロシア、セブ
島、モロッコ、台湾、ブータン王国、イースター島、コーカサス３国

・政府観光局、旅行関係会社、学生団
体と連携した講演会 等
（例 学生団体LoRo SHIP、クロアチア政府観
光局、日本アイスランド協会、メキシコ観光局、
TABIZINE、トラベルカフェ 等）
・20代限定の「20代の会」を開催
・旅のノウハウ講座

旅に出たくなる。旅仲間ができる。継続的に「旅行熱」が続く。

ポイント③：継続開催

毎月の定期開催のため、一過性
にならず旅行熱が継続。

旅仲間も増え、さらに旅がしたくな
る。

報告会の開催 情報交換会の開催イベントの開催

アンケート抜粋
・体験談を聞いて次の休みに旅に出たくなりました。
・ここで出会った旅友達とｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝに行きました。
※参加者満足度：｢満足」が90%（残り10%は「普通」）

報告会の様子

海外旅行のおみやげをみんなで交換

・直近１年の参加者総数

⇒ 約500名
・毎月継続開催

ブラジルの会（情報交換会）

サークルHP


